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親乎でまち探検ロ第3弾開催

「相手?時険舎の哲開票雪j
今年も開催、「親子でまち探検」

こうべまちづくりセンターでは、親子でまちを歩く プを作り、おEいで発表し合いました。

ことによって、日ごろ何気なく歩いているまちを再発

見レ、 1由I或のまちづくりに関l白を待ってちらおうと、

1 1月18日の日曜日に長田区駒が称で「親子で探験、

昔の路地まち」を開催しましたロ毎年この時期に開催

しており、一昨年の旧居留地、昨年の兵庫津の道に続

き、今年で3回目になります。

今に残る、音の港まちの風情

今年開催した駒が林は、神戸に古くから残る漁港で、

まちには海に関係しだ神社や昔の雰囲気を残した路地

がたくさんあります。

勲の入った、中本会長のお話

当日は、ます駒が林まちづくり協議会の中本正会長

からまちの歴史や首から伝わるまちの行事・左義長に

ついてなど、いろいろな興味深い話を聞かせていただ

きましだ。その後、少し肌寒い中でしたが、事前に申

し込んでいただいた親子6組 (17人〉の参加者が、

地図を片手に、まちに繰り出し、事前に出題されたい

くつかの間題を解いたり、新しい発見をしながら、約

1時間30分のまち歩きを元気に楽しみました。

まち歩きの後は、煩ってきた写真でまちのお宝マッ

何を見つけ廷のでしょうか

魅力 杯、路地の不思議

参加者の方からは、「細い路地がたくさんあってか

くれんぼをすると楽しそうJIお地蔵さんがいっぱい

残っていた」などの声があり、親子で楽しい1日を送

りましだ。

マップ作りと完成品の発表

来年はぜひ皆さんも参加してみませんか。
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平 成 113年度まちづぐり大学事門講座

まちづくり実践ゼ、ミ開く
住民主体のまちづくりをサポー トする専門家の充実

を期待して平成8年度から始めた「まちづくり実践ゼ

ミ」を今年ち開講しました。

今年は、 震災以前からまちづくりに取り組まれ震災

後も引き続き頑張って活動している「北野・山本地区」

「トアロー ド地区Jr灘中央地区」といったまちの景

観や工コタウツなどの取り組みを行っている地域と

「新長田北地区(東部)Jr新長田南部地区」のように

大震災後の区画整理等の事業によりまちの整備と地域

の産業振興を同時に考えていこうとしている地域を取

り上げました。

第1講座では、「北野・山本地区Jrトアロード地

区」を取り上げ11月 13日〔火〉には、まちの景観

などのまちづくりの視点について地元で活躍されてい

る専門家の方のお話と行政担当者からの制度解説を行

いました。

また 11月 17日 〔土〕 には、 北野山本地区をま

もり、そだてる会や トアロー ドi也区まちづくり協議会

といった池元まちづくり協議会の皆さんからのお話、

現地見学、質疑応答を行いました。

当日は、天気ち良く受講された皆様も満足された様

子でした。

現地見学をする受講生

市 民活勤務接結合器開催
去る平成 13年 11月 8目、こうべまちづくり会館

において、神戸市市民局市民活動支援課主催による「市

民活動懇話会」を開催しました。今回のテーマは、生

活環境に重大な影響を及ぼレ、大きな社会問題のーっ

となっている違法駐車問題を取り上げ、地域で率先し

て周問題に取り組まれている「神戸市違法駐車等追放

推進地域」の代表者の方々5名にお集まりいただきま

した。

懇談では、各地域での取り組み状況や、長年の経験

から得た知識の情報交換等を行い、地域ぐるみで取り

組む大切さと、地道でも継続して活動することの重要

さを再確認して閉会しました。

(出席者〉

O灘区・高羽地区路上駐車追放運動推進委員会

代表 小谷 零氏

。中央区・生目前地鼠 代表 安富将祐氏

。長田区 ・西山町4丁目東部地域

代表 津田 賀氏

。須磨区・菅の台地域 代表 馬場信彦氏

。垂水区・上高丸地区路上駐車追放委員会

代表 上棺敏生氏

違法駐車等追放推進地域活動(パトロールの実施〉する上で

工夫している点、刻果のあったアイデアについて

平成 13年 9月「違法駐車等追放推進地域」活動状況等のアンケートより

O 最初の
する。

1台に抗議して駐車させないように O 活動するときは服装を正レ、腕章をまくなど、規

く〉パトロールの日時を変更する、抜きうちで実

施する。

O 一日の時間帯を衰えてチラシをはさむ。
く〉一般市民の参加で実施し理解と協力を得る。

律正しくするO

O 通行中の人に声を掛けあいさっする。
o警察官の同行でのパトロールの実施。
o継続することロ
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2ヶ月ちベトナムにいると、ベトナム語ち挨拶や片

言ならしゃべれるようになります。この頃には、セン

太ちゃんの行動範囲もぐっと広がり、ハノイの他にち

ホーチミン、ダナン、ハイフォンをはじめとする多く

のまちには既に訪れていました。

ベトナムは、ちょっと都市部を離れると、のどかで、

どこか懐かしい農村風景が広がります。バイクの多さ

や、まちの喧騒は、実は都市部に限られた例外的な風

景なのかもしれません。農村の風景ち、そこで出会っ

た素朴な笑顔の人だちも大好きなセン太ち叩んですが、

今回は、ホーチミンとハノイを比べることにより、「住

み続けたいまち」について考えてみようと思います。

1 .商都ホーチミンと政都ハノイ

アメリ力資本の入ったホーチミンのまちは、きれい

で近代的です。

道路には、日本のように自動車が溢れています。ま

ちには中高層ビルが建ち遊び、おしゃれなお后もいっ

ぱいです。公園では、カップルが着飾ってプロカメラ

マンに記怠写真を撮ってもらっていたり、ホテルで豪

華な結婚彼露宴をレている風景ち見かけます。

郊外の新興住宅地には、高級マンションがどんどん

建ち、ループコースターや大観覧車のある遊園地もで

きています。港には豪華客船ち泊まっています。ハノ

イに馴染んだセン太ちゃんにとっては、「あれつベト

ナムってこうだったつけつ」と感じてしまうまち、そ

れがホーチミンです。

政治の中山はハノイにありますが、近代的な菖らし

や裕福さはどうもホーチミンに分がありそうです。

しかし、ハノイの人たち

は厳しい生活の中でも、笑

顔を忘れません。朝や昼に

人々が道舗で御飯を食べる

風豪にも微笑ましさが感じ

られるし、笑顔で丁寧な運

転をレてくれる女性タクシ

ードライパーにも暖かさを

感じます。たとえ裕福でな

かったとしても、暖かい人

のつながりがあるまち、そ

れがハノイです。

2.住み続けたいまち

11¥ノイとホーチミンでは、どちらに住み続けだい

ですかっ」と聞かれたら、セン太ちゃんなら 11¥ノイ」

と答えるでしょう。それはなぜでしょうか。「住み続

けたいまち」の判断材料とは一体何なのでしょうか。

「近代的な暮らしJ1裕福さJ1便利さJ1安全さJ1楽

しさ」つ

「便利さ」という点では、ハノイは家の前の道で食

べ物などを売っていてすぐ買えるので、これほど便利

なまちはありまぜん。病院や郵便局等ち結構あるよう

です。ハノイのまちはまさに「歩いて暮らせるまち」

そのものだと思います。

でちそれだけでしょうか。セン太ちゃんの判断材料

はもっと基本的なもの、つまり“人"であるような気

がします。誤解を恐れずに言えば、ホーチミンでは“ま

ち"が近代化しているだけでなく、“人"も近代化し

ているように患います。近代化自体はよいことだと思

いますが、近代化とともにホーチミンの人は“何か"

を失いつつあるように感じるのですロこれは日本人ち

同じかもしれません。

一方、ハノイの人はホーチミンの人や日本人が忘れ

てしまった“伺か"を大切に持ち続けているように感

じるのです。それが人の「やさしさ」なのか「素朴さ」

なのかはよく分かりません。でも人と人とのつながり

を“より大切に"、“よりひたむきに"生きるハノイの

人達を見ていると、人間の原点を見たような気持ちに

なります。そして、「そういう人達の住むまちに住み

続けたい」セン太ちゃんはそう思うのです。

ベトナムでの2ヶ月は、あっと言う聞に過ぎてしま

った2ヶ月であり、改めて日本という園、神戸という

まち、自分という君子在を見直すきっかけにもなった2

ヶ月でした。ハノイ空港を飛び立つ時、セン太ちゃん

は、熱くこみ上げるものを感じながら、「再びこの地

を訪れだい」と強く思うのでした。

「スインタムピ工ツ(さようなら〕、へンガッ

ライ(また会いましょう〕、ベトナム!J 

橋本宗明 (都市計画局まちづくり支援室主査)
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こうべまちづくりセンター図書室

まちづくり会館4階 TEL361 -4523 

開館時間 午前10時~午後6時
休館日 水曜日・年末年始うィ守君主~="Ã

新着図書の御紹介

図書名 著者ー編者 発行元 発行年月

近隣住区論 クラレンス・ A.ペリー 鹿島 出版会 97年 5月

都市論ノート 西村幸夫 鹿島 出版会 00年 7月

緑深き森ヘ遊学行(コスタ・リカ)今井通子 日本放送出版協会 97年1月

箱の家に住みたい 難波平日j掌 王国社 00年11月

地域発・ゼロミッション 吉村元男 (槻学芸出版社 00年10月

緑の4妻み家 石井修 (附学芸出版社 00年 9月

スケルトン定借の理論と実践 小称秀樹他 (槻学芸出版社 00年11月

ふきあいの民話 賞合市場商后街連絡協議会 言合市場高広{話連絡協議盆 00年11月

きょうから大久保 まち居住研究所 まち居住研究所 00年11月

ヨーロッパの家(1)
棒山紘一 (監修〕、

(株)s蕎談社 00年 5月
和田久土〈写真〉

当センターにふさわしい図書・資料をご紹介ください。

まちづく場金鏑からゆお湖ち殺
こうべまちづくり会館地階ギャラリーの予定

期 間 内 容・ァ マ 主 催 者

1 2月 68(木)~ 1 1日(火) 第 15固「あ朝し尼の会」制作展(油彩等) あ朝じたの会

1 2月13 日(木)~1 8日(火) 第 5回真率会展(日本画〕 真率会

1月10 日(火)~ 1 58(火) 神戸大学写真昔日吉日展 神戸大学写真部

1月17 日(木)~22 日(火) 丹下幸男水彩会 丹下幸男

こうべまちづくり会館 1階オープンギャラリーの展示

| 1 2月 1 日(土)~1 8日(火)神戸 西国街道まわり道写真展 都市計画局7フーパンデザイン窒

すまい まちづくりのご相談日

園すまい・まちづくり人材センター

(こうべまちづくり会館 3F ) 

電話 078.361-4377FAX 078-361-4584 

受付は、月火木金曜の午前 10時~午後5時

事前にご連絡ください。
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E土日・祝日は

自治会活動などのご相談はコ

・コミュ二ティ相級センター(まちづくり会館4F) 

会報等の印刷サービスや学習会へのインストラ

クタ一派遣など

受惜午前 10時~午後6時ωく躍 年末年始は休館)
電話 078・361-4565

最寄駅

地下鉄海岸線みなと元町駅西口から 1分

高速花隈駅東口から3分

高速西元町駅東口から 5分

JR.阪神元町駅西口から 8分
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